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医療の現場は、教育課程の異なる医師、薬剤師、看護師、技師、コメディカル、栄養士等々の多職
種が集まっておりそれぞれが患者へ安全で安楽な医療の提供をするために、強い責任感と使命感を
もって治療とケアにあたっています。自身の長年の経験から、なかでも看護師は向学心が高く、責任
感もより強く、自分にも他者にも厳しいと感じます。それゆえに、先輩看護師は、後輩看護師の弱い
ところが気になって指摘することが多いように思います。また、後輩看護師は、指摘されたことに対
して、叱られたと感じていたり、できていない自分を責めていたりすることがしばしばあります。さ
らに、後輩看護師は人間関係に悩み、自分が仕事に向いていないのではと落ち込んでいきます。特に、
新人看護師の落ち込みは、私からみると突然起こりやすいように感じています。
そのため、私はそのような看護師に対して、いつも表情や、言動には気を配り、声をかけつつ、表
情に元気がないと感じたらすばやく関わり、その理由を探ります。落ち込みの理由は、職場の人間関
係の悩みであることが多く、その場合は、時間をかけて聴き、「あなたは、そもそもどんな看護がし
たかったの？」と看護師になった原点に立てるように問いかけ、これまでの成長について振り返る機
会を設けています。この際、その看護師行動やその反応としての患者の言葉を見えたままに伝えるよ
うにしています。そして、その看護師に叱られたという思いがあるのであれば、その思いや悔しさに
共感しながら、叱られたと思うこともひとつの感じ方であることを伝えます。しかし、そう感じるこ
とが、時に、その後の考え方や行動によからぬ影響を与えてしまう可能性があることを話します。こ
うした過程を通して、その看護師の叱られたという当初の思いは変化してくると考えています。一方
で、先輩看護師に対しても攻めることなく思いを聴き、「ここであなたはどのようなチームを作りた
いの？」と投げかけます。さらに、その時の自身の関わりが、後輩看護師である相手のレディネスを
考えた効果的な関わりであったのかを一緒に振り返ります。そして、相手に、叱られたという感情を
持たせてしまうこと自体が、その関わりが適切でない事を意味しているのだと話します。また、若い
後輩看護師を育てられないチームは成長できないという私の考えを伝えます。これまでの経験から、
私は、患者の言葉を使うことで看護師を育て、チームを作るときは言葉の中心に患者を置きマネージ
メントすることでチームを育て、より良い看護が提供できる環境を創り出すことが、チームを発展さ
せていくと確信しています。
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